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●
係
組
織
の
変
更

�
土
地
改
良
課
換
地
係
を
庶
務
係

　

に
統
合

�
区
画
整
理
２
課
新
幹
線
換
地
係

　

を
廃
止

●
一
部
の
課
の
場
所
が
変
更
に

　

各
課
の
場
所
は
、
図
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。
図
で
色
分
け
し
て

あ
る
課
は
、
場
所
を
変
更
し
た
課

で
す
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
で

医
療
保
険
に

加
入
し
、
不

妊
治
療
を
受

け
て
い
る
法

律
上
の
夫
婦

●
助
成
対
象

４
月
１
日
以
降
実
施
の
不
妊
検
査
、

一
般
不
妊
治
療
、
人
工
授
精
に
係

る
治
療
費
の
自
己
負
担
合
計
額
の

２
分
の
１（
１
回
の
上
限
５
万
円
）

●
助
成
回
数　

治
療
開
始
か
ら
１

年
に
１
回
、
通
算
で
２
回

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

助
成
金

支
給
申
請
書
、
治
療
証
明
書
、
支

払
証
明
書
、
領
収
書（
写
し
）、請

求
書

※
助
成
金
支
給
申
請
書
類
は
市
保

健
セ
ン
タ
ー
や
市
内
関
係
医
療
機

関
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

●
申
し
込
み　

同
セ
ン
タ
ー
へ

　

４
月
１
日
か
ら

　

市
役
所
の
組
織
を
改
正
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
企
画
政
策
課

トイレ

都市計画課

まちづくり
推　進　課

公　園
緑地課

エレベ
ーター

階段

階段

区画整理
１　　課

土　地
改良課

区画整理
２　　課会議室

会
議
室

監査
委員室

監
査
委
員

事
務
局

会
議
室

会
議
室

大会議室
トイレ

階段
階段吹抜

会議室 会議室教育
長室

教育委員会
学　校
教育課総務課

連絡通路

本庁舎

北庁舎

3 階

市民
安全課

市民
活動課

エレベ
ーター

階段

トイレ

児童課

障　害
援護課

○障

○障

○指
案
内

玄関

相談室

階段

商工課

高　齢
福祉課

連絡通路

文　書
整理室

会議室

当直室

市政情報コーナー

書庫国保年金課

市民課

階段 中庭トイレ

階段
案
内

玄関

市税課 納税課

　…情報提供システム利用者端末
○…障害者用トイレ
…キャッシュコーナー

○…指定金融機関

障

指

1 階

エレベ
ーター

階段

階段

トイレ

階段
階段吹抜

トイレ

土木課

建築課

防災室

農務課

維　持
管理課

行政課

財政課

契約検査課

会議室

行政資料室
文書室

記
者
室

秘書課

出納室
収入
役室

応
接
室

応
接
室

秘
書
課

助
役
室

助
役
室

市長室 人事課 企　画
政策課

環境都市推進課

連絡通路

2 階

　

不
妊
検
査
・
治
療
費
の
助
成
を
開
始
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
健
康
課

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
／

�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６
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●
検
診
期
間　

６
〜　

月
１０

●
検
診
場
所　

安
城
更
生
病
院

（
安
城
町
）、八
千
代
病
院（
住
吉
町
）

●
対
象　
　

歳
以
上
の
市
内
在
住

４０

者
で
、
会
社
な
ど
で
受
診
す
る
機

会
の
な
い
人

※
現
在
脳
血
管
疾
患
で
治
療
中
の

人
、
体
内
に
金
属
器
具
・
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
入
っ
て
い
る
人

を
除
く
。
当
せ
ん
者
は
、
当
せ
ん

し
た
年
度
を
含
め
４
年
間
、
申
し

込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
定
員　
　

人
２５０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
５
月　
１３

日�
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
公
開

（
代
表
者
）抽
せ
ん
会
を
予
定
。
な

お
、
抽
せ
ん
結
果
は
、
５
月　

日
１５

�
付
け
で
郵
送
予
定
。

●
検
診
内
容　

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
・
問
診
な
ど

●
個
人
負
担
金　

１
万
円

●
そ
の
他　

脳
ド
ッ
ク
に
は
検
診

日
と
結
果
説
明
日
の
２
日
間
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

４
月
６
日�
〜　
１４

日�
に
同
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
申

し
込
み
可
）

　

脳
疾
患
の
早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
に

　

脳
ド
ッ
ク
の
前
期
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
健
康
課

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
／

�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６
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★
協
賛
イ
ベ
ン
ト

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

●
協
賛
イ
ベ
ン
ト
の
例

パ
レ
ー
ド
形
式�
鼓
笛
・
バ
ト
ン
・

吹
奏
楽
・
踊
り
・
み
こ
し
・
仮
装

な
ど

ス
テ
ー
ジ
形
式�
ダ
ン
ス
・
楽
器

演
奏
・
演
劇
・
舞
踊
・
太
鼓
・
歌

謡
大
会
・
各
種
実
演
シ
ョ
ー
な
ど

※
政
治
・
思
想
・
宗
教（
布
教
）的

な
催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
と
き　

ま
つ
り
期
間
中（
８
月

４
日�
〜
６
日�
）の
午
前　

時
１０

〜
午
後
９
時
の
間
で
１
団
体　

分
３０

程
度

●
と
こ
ろ　

七
夕
ま
つ
り
区
域
内

の
指
定
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
・
場
所
・

道
路

●
対
象　

市
内
の
学
校
・
事
業
所
・

グ
ル
ー
プ
な
ど

●
そ
の
他　

申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
日
時
な
ど
を
調
整
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

５
月
９
日�
ま
で

に
所
定
の
申
込
書（
商
工
課
で
配

布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）を
安
城

七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
事
業
部
会
事

務
局（
商
工
課
）へ

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

★
Ｄ
ａ
ｎ　

Ｓ
ｐ
ｏ　

Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｏ

�
�
�
�
�
�
�
�
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と
き　

８
月
５
日�

●
と
こ
ろ　

七
夕
ま
つ
り

区
域
内
の
指
定
さ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
・
道
路

●
対
象　

七
夕
ま
つ
り
で

熱
く
踊
り
た
い
個
人
ま
た

は
グ
ル
ー
プ

※
中
学
生
以
下
の
場
合
は

大
人
の
責
任
者
が
必
要
で
す
。

〈
パ
レ
ー
ド
の
部
〉

　

華
や
か
な
七
夕
飾
り
の
下
で
、

ス
ト
リ
ー
ト
を
ス
テ
ー
ジ
に
踊
ろ

う
。（
１
チ
ー
ム　

〜　

人
）

１０

５０

※
採
点
あ
り
。
審
査
曲
「
Ｄ
ａ
ｎ

Ｓ
ｐ
ｏ　

Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
踊
ろ
舞
」。振

り
付
け
参
考
ビ
デ
オ
、
曲
の
Ｃ
Ｄ

の
貸
し
出
し
あ
り（
振
り
付
け
の

ア
レ
ン
ジ
は
自
由
）。詳
し
く
は
同

事
務
局
ま
で
。

〈
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
の
部
〉

　

大
好
き
な
あ
の
曲
で
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
観
客
に
披
露
し

て
上
位
入
賞
を
め
ざ
そ
う
。

※
採
点
あ
り
。
自
由
曲
。

〈
踊
り
の
祭
典（
ス
テ
ー
ジ
披
露
）〉

　

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
夜

の
ス
テ
ー
ジ
で
熱
く
踊
ろ
う
。

※
採
点
な
し
。
自
由
曲
。

●
申
し
込
み　

６
月　

日�
ま
で

３０

に
「
Ｄ
ａ
ｎ　

Ｓ
ｐ
ｏ　

Ａ
Ｎ
Ｊ

Ｏ
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、
申
込

者（
団
体
の
場
合
は
代
表
者
）の
住

所
・
氏
名（
グ
ル
ー
プ
名
）・
電
話

（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
、
希
望
す
る
参

加
部
門
を
記
入
の
上
、
直
接
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
い

ず
れ
か
の
方
法
で
同
事
務
局（
商

工
課
内
／
〒　
�
８
５
０
１
安
城

４４６

市
桜
町　
�
　

／�
〈　

〉１
１
１

１８

２３

７６

２
／
Ｅ
メ
ー
ルs

h
o
ko
@
c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.jp

）へ

今
年
の
夏
は
あ
な
た
が
主
役
！

　

第　

回
安
城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
イ
ベ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
ポ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

５３

問
い
合
わ
せ
▼

安
城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会

事
務
局（
商
工
課
内
）

広報あんじょう　200６.４.1�



対象と思われる人で、まだ手当を受けていない人は、各担当窓口に相談のうえ、お早めに申請してください。
※所得制限があります。

問い合わせ手当額（月額）対象手当名

児童課

１・２人目５０００円
３人目以降１万円

小学校第３学年修了前の児童を養育している人
※認定請求をした月の翌月分から、支給事由の消滅した月分まで支給。
※上記は３月１５日現在の内容です。今後、対象や手当額などが変更さ
れる場合があります。

児童手当

１人目４万１７２０円
２人目５０００円加算
３人目以降１人増すごとに
３０００円加算
（所得により減額あり）

父のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年度の末日まで）の児
童及び父のいない２０歳未満の中度・重度の心身障害児の母、または母
にかわってその児童を養育している人
※父が重度の障害の場合も対象になります。

児童扶養
手当

市遺児手当２５００円
県遺児手当４５００円
（４年目以降支給額を減額、
６年目以降支給停止）

父か母、または両親のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年度
の末日まで）の児童を監護養育している人
※親の一方が重度の障害の場合も対象になります。

市・県
遺児手当

１級５万０９００円
２級３万３９００円

療育手帳Ａ・Ｂ判定の知的障害、または身体障害者手帳１・２・３級
と４級の一部の身体障害のある２０歳未満の児童を養育している人

特別児童
扶養手当

障害援護課

２万６４４０円
（県制度の加算あり）

２０歳以上で精神か身体に重度の障害があるため、日常生活で常に特別
な介護を必要とする人（障害の程度は次の①～④のいずれか）
①身体障害２級（一部を除く）以上の障害が重複してある場合
②身体障害２級（一部を除く）以上の障害と知的障害ＩＱ２０以下の合併の場合
③身体障害２級（一部を除く）以上の障害、または知的障害ＩＱ２０以下
で、ほかに３級相当の障害が２つ以上ある場合
④身体障害２級（一部を除く）以上の障害、または知的障害ＩＱ２０以下か
同程度の障害、病状があり、日常生活でほぼ全面介助を必要とする場合
※施設入所者、長期入院は対象になりません。

特別
障害者
手当

１万４３８０円
（県制度の加算あり）

２０歳未満で精神か身体に重度の障害があるため、日常生活で常に介護
が必要な児童（障害の程度は次の①～④のいずれか）
①１級の身体障害児
②２級の身体障害児の一部（常に介護を必要とする場合）
③ＩＱ２０以下の知的障害児
④前記と同程度の障害、または病状で常に介護が必要な場合
※障害を事由とした年金受給者、施設入所者は対象になりません。

障害児
福祉手当

１・２級でＩＱ３５以下の人
１万６１００円
そのほかの人７０００円

１・２級の身体障害者、ＩＱ３５以下の知的障害者、３級の身体障害者
でＩＱ５０以下の人
※特別障害者手当、障害児福祉手当、経過的福祉手当の受給者、介護
保険による入院・入所は対象になりません。

在宅重度
障害者
手当

障害等級により２０００円～
６０００円

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を持っている人
障害者
扶助料

　該当する人はお早めに申請を
　児童・母子・福祉手当の支給制度

　

せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

ト
で
製
造
し
た
「
安
城
い
き
い
き

た
い
肥
」
の
受
け
取
り
希
望
者
を

総
量　

㌧（
受
取
数
量
１
世
帯　

１４０

３００

㎏
以
下
）を
限
度
に
募
集
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
の

上
、
決
定
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
受
取
希
望
数
量
、
た
い

肥
施
用
対
象
面
積
ま
た
は
プ
ラ
ン

タ
ー
な
ど
の
個
数
、
Ｅ
メ
ー
ル
応

募
者
は
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

載
し
、
４
月　

日�
ま
で
に
書
面

１４

（
郵
送
・
持
参
を
問
い
ま
せ
ん
）ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル（ka

n
kyo
-h
o
ze

n
@
c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.jp

）で
環

境
保
全
課（
清
掃
事
業
所
内
／
〒

　
�
１
１
５
５
安
城
市
堀
内
町
西

４４４新
田
２
）へ
。（
電
話
で
の
応
募
は

不
可
）　

※
申
込
書
は
同
課
に
あ

り
ま
す
が
、
前
記
内
容
が
記
載
し

て
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
紙
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

●
決
定　

通
知
を
も
っ
て
発
表
と

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
支
給
決
定

通
知
と
受
取
票
を
４
月　

日�
ま

２５

で
に
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
の
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
受
け
取
り　

５
月
１
日�
〜　
２０

日�
に
た
い
肥
が
直
接
積
み
込
め

る
４
㌧
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
ま
た
は

袋
を
持
参
し
て
、
同
プ
ラ
ン
ト
へ

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課（
清

掃
事
業
所
内
／�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６

「
安
城
い
き
い
き
た
い
肥
」

受
け
取
り
希
望
者
を
募
集
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⑦萌春�

－2006年春－�山登りが趣味の市長が、季節ごとに、その時の思いを語るコーナーです�
ほうしゅん�
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●
実
施
日　

個
人�
５
月　

日�
 

１１

団
体�
５
月　

日�
・　

日�
、

１２

３０

６
月
６
日�
・
７
日�
・
８
日�
・

９
日�

●
見
学
施
設　

個
人�
市
役
所
西

会
館
集
合
、
北
部
調
理
場
、
わ
く

わ
く
セ
ン
タ
ー
、
丈
山
苑
、
文
化

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

団
体�
出
発
場
所
や
希
望
施
設
を

そ
れ
ぞ
れ
お
聞
き
し
ま
す

●
定
員　
　

人（
５
月　

日�
は

２５

１２

　

人
。
個
人
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は

２４申
し
込
み
が　

人
以
下
の
場
合
は

１０

中
止
）

※
乳
幼
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

●
参
加
費　
　

円（
給
食
試
食
代
）

２１５

※
見
学
施
設
に
よ
っ
て
は
別
途
入

園
料
な
ど
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み　

個
人�
４
月
５
日

�
〜　

日�
午
前
８
時　

分
〜
午

１１

３０

後
５
時　

分
に
電
話
で
秘
書
課
広

１５

報
広
聴
係
へ（
先
着
順
）

団
体�
は
が
き
に
希
望
日（
第
１

希
望
・
第
２
希
望
）、団
体
名
、
代

表
者
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

見
学
希
望
施
設
名
を
記
入
し
、
４

月　

日�
（
必
着
）ま
で
に
同
係

１２

（
〒　�
８
５
０
１
安
城
市
桜
町　

４４６

１８

�
　

）へ
２３※

希
望
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
抽

せ
ん
し
、
結
果
は
電
話
で
連
絡
し

ま
す
。

　

市
の
施
設
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

　
「
施
設
め
ぐ
り
」
参
加
者
募
集

問
い
合
わ
せ
▼
秘
書
課

　

ま
だ　

代
の
前
半
、
私
は
標

２０

高
１
３
０
０
㍍
に
あ
る
八
ヶ
岳

 
山  
麓 
の
農
学
校
に
勤
め
て
い
た
。

さ
ん 
ろ
く

高
冷
地
の
た
め
、
冬
の
屋
外
の

気
温
は
零
下　

度
以
下
を
記
録

２０

し
、
ま
さ
に
氷
の
世
界
そ
の
も

の
。
寒
さ
と
い
う
よ
り
、
猛
烈

な
痛
み
を
伴
う
冷
気
の
中
で
生

活
し
た
経
験
が
あ
る
。

　

極
寒
の
冬
に
耐
え
た
身
に
、

春
の
訪
れ
の
喜
び
は
格
別
で
、

だ
れ
の
顔
に
も
満
面
の
笑
み
が

あ
ふ
れ
て
い
た
。 
嬉 
し
さ
が
こ

う
れ

み
上
げ
て
き
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
私
は
カ
ラ
マ
ツ
の
新
緑
が

好
き
で
、
陽
光
の
中
、
目
に
鮮

や
か
な
淡
い
緑
の
林
を
よ
く
歩

い
た
記
憶
が
あ
る
。

　

温
暖
な
安
城
市
で
迎
え
る
春

の
喜
び
は
、
あ
れ
ほ
ど
強
烈
な

も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も

自
然
界
の
新
陳
代
謝
に
は
気
分

を
一
新
さ
せ
ら
れ
る
。

　

こ
の
季
節
、
気
分
一
新
は
屋

外
だ
け
で
な
く
、
市
役
所
内
の

雰
囲
気
も
同
様
で
あ
る
。
希
望

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
新
入
職
員

の
ま
ぶ
し
い
姿
に
、
昔
の
自
分

を
重
ね
合
わ
せ
る
ベ
テ
ラ
ン
職

員
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う

し
た
人
間
界
の
新
陳
代
謝
が
、

新
し
い
活
力
を
組
織
に
も
た
ら

し
て
く
れ
る
。

　

新
聞
・
テ
レ
ビ
で
は
、
相
変

わ
ら
ず
心
の
暗
く
な
る
よ
う
な

ニ
ュ
ー
ス
が
、
次
々
に
報
道
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
地
域
で

は
、
産
業
活
動
が
活
発
に
な
り
、

新
し
い
活
力
の
息
吹
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
時

代
の
潮
流
は
、
確
実
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
だ
。

　

去
り
ゆ
く
冬
の
寒
さ
が
厳
し

け
れ
ば
厳
し
い
ほ
ど
、
迎
え
る

春
の
訪
れ
の
喜
び
は
大
き
い
。

　

こ
の
地
域
で
芽
生
え
て
き
た

新
し
い
社
会
の
活
力
を
大
切
に

し
、
全
て
の
市
民
が
暖
か
な
春

の
到
来
を
素
直
に
喜
べ
る
、
そ

ん
な
社
会
に
し
て
ゆ
き
た
い
。 市長の講話を聞く新規採用職員市長の講話を聞く新規採用職員
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